
 

神経活動可逆的不活性化装置 

 

 

近赤外レーザー光が、可逆的に神経活動を数分以内に不活性化する有効な方法として開

発されました。神経研究分野においては従来より、神経細胞郡を破壊切断、または活性化を

抑制する薬物を使用する方法がとられてきましたが、神経機能の回復が遅い、薬物注入の有

効時間、領域を限定できないなどの大きな欠点がありました。 

本装置は単一ユニットの記録時間が限られた実験などでの可逆的にすばやく神経活動を

不活性化したい場合などに有効に利用できます。 

 

 

 

 

 

標準付属品： 

 100μm ファイバー（長さ１．５ｍ） 

コリメータレンズ 

パワーメータ 

   （レーザー光 強度測定用） 

 

オプション： 

 ５０μｍ、２００μｍ、４００μｍ 

ファイバー（長さ１．５ｍ）   
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